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山村の資源をつなぐ新たな泉地域山村活性化の展開

狭小な田畑を利用した多品目少量栽培作物の商品化による生産者の所得向上

ふれあい泉山村活性化協議会
・下岳地域づくり協議会＜委員＞

・（株）いずみ＜委員＞

・ゆずの香＜委員＞

・五家荘旅館民宿組合＜委員＞

・（一社）五家荘地域ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＜委員＞

・泉町茶業振興協議会等各種団体

・八代市

●道の駅を拠点とした地域

産品の流通の一元化

○生産出荷講座の開催

○生産出荷関係視察

○集出荷体制の整備

○地域資源の把握

いずみ応援団

●地域の農林水産物等を活用

した商品開発・商品力強化

○加工製造講座の開催

○加工製造関係視察

○加工機器の調達

○加工場所の確保

○道の駅弁等の商品化

・いなり寿司（地元産物入）

・やまめ寿司

○地域資源の把握

○１地区１品運動の展開

●流通販売戦略

○流通販売講座の開催

○ネット販売サイトの構築

○試験販売による販路拡大

○試食会の開催

○収穫体験モニターツアー実施

農林産物等の生産・出荷 農林産物等の加工製造 商品の流通

・熊本県
・泉まちづくり協議会
・泉町茶業振興協議会
・八代森林組合
・八代市商工会
・泉町区長会

・JAやつしろ特産物部会
・熊本学園大学社会福祉学部
・八代農業高校泉分校
・泉小中学校
・泉町建設業協会
・専門家

連 携 支 援



○具体的取組内容

➀生産出荷講座の開催（R6:１回、R7:5回）

・講師：（内田氏：前西原村副村長・県OB）、その他農業技術者

➁講座内容

・生産意欲の向上について ・道の駅出荷ルール、現状 ・生産技術

事業内容

令和6~8年度山村活性化対策事業  

道の駅「秘境の郷いずみ」を拠点とした地域産品の流通の一元化（１） 【実施：生産出荷部】

取組概要：講師を招聘し、生産出荷講座を開催。

【取組み１】生産出荷講座の開催

【取組み３】集荷体制の整備（次ページ図参照）

取組概要：軽ワゴン車を使用して地域内の生産物を集荷し、道の駅をは

じめ出荷者の希望に応じた出荷先への配送。移動販売も実施。

○具体的取組内容

➀運転手の雇用（1人）

➁集荷車両（軽ワゴン者）のリース（１台）

➂集荷計画策定

④移動販売・イベント販売計画策定

⑤出荷者ヒアリング（山の幸・がまだす集出荷部会）

⑥出荷体制一元化の検討

■目的 農林産物の生産者の出荷労力の軽減及び道の駅における陳列物の種類・数量の増大による生産者の所得増大。

【実施年度：６・７年度】

【実施年度：６年度～８年度】

【取組み２】生産出荷関係視察

取組概要：狭小農地を活用し６次産業化を図った優良農家等への視察。

○具体的取組内容 視察➀高知県四万十町・愛媛県内子町（８人）

【実施年度：６年度】

【取組み４】地域資源の把握

○具体的取組内容

➀地域資源調査・消費者ニーズ調査・遊休荒廃農地現況調査（コンサル

委託）

➁商品化を予定している加工製造品の原材料（生産物）の把握

〇予定している商品と想定される原材料

・田舎弁当（お節）：山菜・ジビエ

・かき氷：地域内生産物（野菜・山菜・蜂蜜・湧水・鬼山御前乳水等）

・瓦茶そば：製茶（粉茶）・そば

・こしょう：唐辛子・ぶどう山椒・柚子

・豆腐の味噌漬け：大豆

・豆腐のもろみ漬け：大豆

・どら焼き用餡：小豆

・赤飯：小豆

取組概要：地域内に存在する生産物や商品化を予定している一次

産物の資源量などを調査。

【取組み５】１地区１品運動の展開

【実施年度：６年度】

取組概要：下岳地区、柿迫栗木地区、五家荘地区の３地区毎に誇れ

る生産物を選定し、地域の宝として生産出荷していく。加工品も有。

○具体的取組内容

➀選定作業：地区座談会の開催（３地区の振興会に協力依頼）

➁１村１品運動の研究 ➂選定品の生産推進

【実施年度：６年度～８年度】



令和6～８年度山村活性化対策事業  

道の駅「秘境の郷いずみ」を拠点とした地域産品の流通の一元化（２） 【実施：生産出荷部】

●出荷者（生産者）

◆生産技術向上

◆生産意欲向上

◆販売額の増大

出荷物の販売額
毎月５万円プラス

●道の駅

◆出荷者の登録の増大

◆産品の種類数量の増大

◆販売手数料の増大によ

る経営安定への貢献

◆道の駅としてのステ―

タスの維持

■成果の概要

〇生産者の生産意欲・資質向上

〇道の駅における産品の種類・数量の増大

→売り上げの増大

〇生産者の出荷労力の軽減

〇荒廃農地の有効利用による農地の保全

〇生産者と消費者の信頼関係の強化

◆品質の向上

・技術研修会の開催

・先進地視察

◆適正な価格の設定

・他の物産館等との価格の均衡

・ブランド化に向けた価格の設定

〇産品集荷人材・車両の確保

・集荷人材の常時雇用（㈱いずみ）

・車両の確保

〇販路の拡大・PR強化

・ネット販売の強化

・SNSの活用

〇イベントを通じたPR強化

・お茶まつりの充実

・収穫ツアーの実施

持続可能なものとするための方策

〇生産物（産品）の付加価値化

・他との差別化

⇨生産者の顔が見える商品づくり

・フットパスの導入、運用

〇生産者の確保

・高齢者の健康寿命伸長

・若年層の事業参入

・海外からの技術研修者の雇用

〇流通促進策

・展示会への積極的参加（出展）

〇消費者ﾆｰｽﾞに即応した商品づくり

・マーケティングの充実

今後予想される課題想定される事業の成果



令和6～8年度山村活性化対策事業  

道の駅「秘境の郷いずみ」を拠点とした地域産品の流通の一元化イメージ 【実施：生産出荷部】

●出荷者（生産者）
〇個人

〇出荷部会会員

・山の幸出荷部会

・がまだす部会

○いずみ応援団

●道の駅
「秘境の郷いずみ」

■出荷者（生産者）の所得向上と道の駅「秘境の郷いずみ」の経営安定

●店舗販売

・ディスプレイ改善 【道の駅】

・ポップ作成

・出荷システムの改良

・研修会開催

・出荷協議会の設立 【生産者】

●イベント・移動販売

・キッチンカー仕様の車両 【道の駅】

・出動計画策定、情報収集

・移動販売先確保

・日用品

・出荷の推進 【生産者】

●定期市の開催

・定期市の主催 【道の駅】

・地域外へのアプローチ

・出店推進 【生産者】

●ネット販売

・ネット販売システムの確立、運用 【道の駅】

・ネット販売物の種類増大

・インスタの登録、１日１回掲載 【生産者】

集出荷車自家用車

●記念品（儀礼・ｽﾎﾟｰﾂ大会出場記念等）

●ふるさと納税返礼品

道の駅「秘境の郷いずみ」

ネットワーク化

産品の流通 産品の流通促進のための方策

付加価値化

持続性の確保
・生産者の確保（外国人研修生の活用含む。）

・事業推進関係者の確保（常雇）

・関係施設設備の整備（車両・機器の維持）

・健康志向消費者対応商品づくり

・フットパスの実施による地域イメージアップによ

る「五家荘」、「いずみ」ブランドの確立

・インターネット、SNSを活用した情報発信強化

・市内他物産との連携

・「いずみ応援団」の拡充

・１地区１品運動（地域ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨづくり）

・展示会出展

成 果

所得向上 収益向上



○具体的取組内容

➀加工製造講座の開催（７回）：講師（須川氏：㈱地域振興研究所代表）

➁講座内容

・加工製造について ・本事業の周知 ・参加者募集 ・近年の商品動向

事業内容

令和6～８年度山村活性化対策事業  

地域の農林水産物等を活用した商品開発・商品力強化 【実施：加工製造部】

取組概要：講師を招聘し、加工製造講座を開催。

【取組み１】加工製造講座の開催

【取組み３】加工機器の調達

取組概要：商品の加工製造に必要な機器の調達

○具体的取組内容

➀導入機器：スチームコンベクション1台・アイスメーカー1台

■目的 商品開発等による農林産物等の生産者及びそれらの資源を活用した加工製造者の所得増大。

【実施年度：６年度】

【実施年度：６年度～８年度】

【取組み２】加工製造関係視察

取組概要：交付金事業活用事例の視察。

○具体的取組内容 視察➀広島県竹原市（３人）➁宮崎県小林市（16人）

③京都府（8人）

【実施年度：６年度】

【取組み５】道の駅弁（田舎弁当）等の商品化

○具体的取組内容

➀資源調査、商品開発委託報告書を踏まえた商品開発（製造販売）

➁商品化を予定している加工製造品

■新商品開発

・道の駅弁（田舎弁当・お節）：山菜・ジビエ

・かき氷：地域内生産物（野菜・山菜・蜂蜜・湧水・鬼山御前乳水等）

・瓦茶そば：製茶（粉茶）、そば ・どら焼き用餡：小豆

・山椒こしょう：唐辛子、ぶどう山椒・柚子

・赤飯：小豆 ・恵方巻：野菜

■既存商品の再開発

・豆腐の味噌漬け：大豆 ・豆腐のもろみ漬け：大豆

取組概要：地域内に存在する生産物や商品化を予定している一次

産物の資源量などを調査を踏まえ加工食品の製造・試験販売。

【取組み６】１地区１品運動の展開

【実施年度：６年度～８年度】

取組概要：下岳地区、柿迫栗木地区、五家荘地区の３地区毎に誇れ

る加工品を選定し、地域の宝として加工製造していく。

○具体的取組内容

➀選定作業：地区座談会の開催 ②3地域振興会との協議

③１村１品運動の研究 ④選定品の加工製造を推進

⑤地区座談会時に出された生産物

・下岳地区：たけのこ、柚子、梅

・柿迫栗木地区：白にがうり、山椒、茶、栗、ブルーベリー

・五家荘地区：えのは（やまめ）、わらび

【実施年度：６年度～8年度】

【取組み４】加工場所の確保

取組概要：商品の加工製造に必要な加工所の借上げ

○具体的取組内容

➀加工所：泉屋本舗、調理場所：道の駅カフェ・塚本旅館

【実施年度：６年度～８年度】



令和6～８年度山村活性化対策事業  

地域の農林水産物等を活用した商品開発・商品力強化 【実施：加工製造部】

●製造者

・技術向上

・加工意欲向上

・販売額の増大

加工品の販売額
毎月５万円プラス

●道の駅

・産品の種類数量の増大

・販売手数料の増大によ

る経営安定への貢献

・道の駅としてのステ―

タスの維持

■成果の概要

〇加工製造者の生産意欲・資質向上

〇道の駅における商品の種類・数量の増大

→売り上げの増大

〇泉地域及び地元産品の認知度向上による入
込客数及び売り上げの増大

〇加工所の確保

・農林産物流通加工施設の活用

〇加工グループに対する行政のサポ
ート

〇加工機器の確保

〇加工に携わる人材の確保

持続可能なものとするための方策

〇産品の付加価値化

・パッケージデザインの充実

（例：共通ロゴの設定ほか）

・マーケティングの持続化

〇地域内連携

・新加工グループ、既存加工グルー
プ、地域内加工事業者の連携

〇加工原料の安定的な調達

〇商品の販売額の適正設定

今後予想される課題想定される事業の成果



令和6～８年度山村活性化対策事業  

地域の農林水産物等を活用した商品開発・商品力強化 【実施：加工製造部】

茶葉 そばの実 はちみつ柚子 山菜（わらび）
野菜類（とうきび・ピーマン・きゅうり・ナス・人
参・玉ねぎ・トマトほか） ジビエ 椎茸 小豆 ブルーベリー

瓦茶そば・だご汁
田舎弁当（道の駅弁）

「滲み滋味（しみじみ）弁当」かき氷

ヤマメ寿司

泉産抹茶・そばを使用

したもので、「茶の産

地“いずみ”」のPRに

つなげる。

泉産の抹茶をベースに

野菜・山菜・果樹・あ

ずきなどを使用したも

の。

泉産の野菜・山菜など

を使用した駅弁。期間

限定・数量限定で販売。

泉産の椎茸・芋がらなど

を使用した巻きずし。

竹の子の梅じぞ漬け

五家荘産の孟宗竹を梅紫

蘇に漬込んだもの。

1地区１品運動

下岳 柿迫栗木 五家荘

焼つけだご ゆず饅頭 やまめの塩焼き

新商品開発

いなり寿司
（地元産物入）

赤飯

饅頭

泉産の野菜・山菜など

を使用したおせち。

泉産の小豆を使用した

饅頭・どら焼きなどの

餡・福春饅頭。 泉産の小豆を使用

した赤飯。

泉産の抹茶を使用し

たチーズケーキ。

既存商品開発

豆腐のもろみ漬け豆腐の味噌漬け

「平家いずみお茶まつり」への出店 事業継承（手法を伝授される）

道の駅「秘境の郷いずみ」 加工製造者・生産者

納
品

納品

魅力向上
収益向上

収益向上
製造生産者増加

出荷

収益

成 果



事業内容

令和6～８年度山村活性化対策事業  

流通販売戦略 【実施：流通販売部】

■目的 所得向上につながる一次産物及び二次産物（加工品）を道の駅「秘境の郷いずみ」を核として地域外への円滑な

流通を促進させることを目的とする。

○具体的取組内容

➀流通販売講座の開催（Ⅰ）：講師（磯田氏：くまもとDMC）

流通販売講座の開催（Ⅱ）：講師（井澤氏：美里フットパス協会）

➁講座内容

・流通販売戦略についての意識啓発

・フットパスを活用した生産者の顔の見える産品づくり

取組概要：講師を招聘し、流通販売講座を開催。

【取組み１】流通販売講座の開催

【取組み２】ネット販売サイトの構築

取組概要：ネット販売サイト構築を委託

○具体的取組内容

➀道の駅のホームページ上にネット販売サイトを構築し、管理運営を行う。

➁生産者一人一人のSNSへの情報発信

【実施年度：６年度】

【実施年度：６年度～８年度】

【取組み４】試食会の開催

○具体的取組内容

➀地域住民、いずみ応援団、泉小中学校・泉八小・八農泉分校・熊本学

園大学生にワークショップ会議と兼ねて試食会を開催

取組概要：地域住民ほか消費者を対象に試食会を開催。

【取組み５】収穫体験モニターツアーの実施

【実施年度：７年度～８年度】

取組概要：収穫体験の産品を選定し、泉地域内を巡るツアーを実施。

〇具体的取組内容

➀７・８年度の各年度に１回ずつ柚子・茶などの産物収穫体験と泉町で

の健康体験をコラボさせてツアーを実施。

【実施年度：７年度～8年度】

【取組み３】試験販売による販路拡大

取組概要：試験販売の実施

○具体的取組内容

➀移動販売、イベント販売、朝市の開催、ネット販売など多様な販路における

試験販売を実施。

【実施年度：７年度～８年度】

持続可能なものとするための方策

今後予想される課題

想定される事業の成果

〇産品出荷者増による道の駅の入込増大・収益アップ

〇販路拡大における生産者・加工製造者の収入アップ

〇販路の確保・増大 〇生産者・加工製造者の参加意識の維持・向上

〇商品のブランディング

〇流通に係る人材の継続雇用 〇生産者・加工製造者の拡大
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令和6～８年度山村活性化対策事業  

流通販売戦略 【実施：流通販売部】
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■成果の概要

〇会員による協力の増大

・イベント参加者数増大

・イベントスタッフ協力者数増大

・地域産品の購入促進

・ふるさと納税利用促進

・地域社会活動への参加促進

・地域活動への寄付推進

○具体的取組内容

➀設立準備会議（ウェブ会議も可）を

２回程度開催。

➁いずみ応援団員募集方法の検討

・プライバシーの保護に配慮

・ライングループの作成

・同窓会を活用

➂会員メリットの検討

④関連事業内容の検討

事業内容

令和6～８年度山村活性化対策事業  

いずみ応援団の設立 【実施：事務局】

想定される事業の成果

取組概要：いずみ応援団を設置するにあたりキーマンとなるメンバーを5人以内
選定し、設立に向けた準備を行う。

【取組み１】いずみ応援団（旧村人会）設立準備会の設置・運営

【取組み２】いずみ応援団（旧村人会）設立総会（交流会）
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○メンバー

・樫山 隆昭（県OB）

・坂田 輝久（日本電子材料社長）

・藤井（福岡）宥貴子（ﾐｭｰｽﾞﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ社長）

・中西 覚（九州エフ・シー・シー）

・渕原（藤本）順子（主婦）

取組概要：いずみ応援団総会（交流会含む。）を開催。

○具体的取組内容

➀設立総会・交流会の開催（R7.10.22）

・総会実施

・本事業で開発した商品の試食会（交流会）

・泉村同窓会（同級生ごとのテーブル設定）

➁会員への広報（毎月発行）

・やつしろの風の送付（観光振興課）

・コミセン支所だよりの送付

・応援内容の情報提供（例：1/14どんどやの手伝い等）

写真

・泉まちづくり協議会との連携・支援

・会員メリットの創出

・同窓会の活用

・道の駅の活用（事務局機能・交流拠点）

■目的 泉村出身者等に地域事業へ参画してもらい、泉の地域力向上を目指す。

【実施年度：６～7年度】

【実施年度：７年度～８年度】

持続可能なものとするための方策

今後予想される課題

・運営資金確保（会費・ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）

・運営スタッフの確保

・協力可能な会員の加入促進

○事務局

・森下寿人・岩﨑和也・園田和代



いずみ応援団イメージ
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お茶まつり
＜参加＞

応援団交流会
＜参加＞

ふるさと納税
＜寄付（泉産返礼品）＞

道の駅
秘境の郷いずみ
＜食事・買い物＞

地区作業・行事
＜お手伝い＞

いずみ応援団

団員カード交付

泉 村

●泉村情報

・やつしろの風

・支所だより

・コミセンだより

・ネット情報

●郷土愛自己実現

●特産品購入割引

●納入産物手数料

の優遇
地域力向上 元気な村

地域力とは、地域が抱える様々な課題（高齢化、防災、子育てなど）に対して、住
民、企業、団体などが自ら主体的に関わり、互いに連携・協力して解決・創造して
いくための総合的な力のことです。この力を高めることで、住民一人ひとりがより住
みやすく、魅力的な地域社会を創り出すことを目指します。

例

会費（電子マネー）
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